
診療報酬調査専門組織・ 慢性 期 入院医療の包括評価調査分科会 ( 平成 16 年度第 5 回 ) 
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平成「 6 年度慢性潮入院医療の 包括評価に関する 調査の実施状況について 

「・調査の目的 

慢性 期 入院患者に係る 患者特性及びサービス 提供の実態を 調査し、 慢性 期 入院医療の患者 

像及び分布の 把握を行い、 中央社会保険医療協議会における 療養病棟等における 慢性 期 入院 

医療の病態、 日常生活動作能力 (ADD) 等に応じた包括評価に 関する基礎資料を 提供するこ 

とを目的とした。 

2. 調査対象病院 

慢性 期 入院医療の患者像等を 適切に評価するために、 下記の病棟を 有する病院を 対象とし 

て患者特性調査、 コスト調査、 タイムスタティ 調査等を実施した。 

◆療養病棟入院基本料を 算定している 病棟 

◆療養型介護療養施設ワービス 費を算定している 病棟 

◆特殊疾患療養病棟入院 料 ( 「、 2) を算定している 病棟 

◆一般病棟入院基本科 ( 老人一般病棟入院基本科 ) Ⅱ 群 3 を算定している 病棟 

一貫した調査 票で 患者像を把握し、 医療機能の分化を 適切に評価するために、 上記病棟に 

加え、 下記の病棟を 有する病院において 患者特性調査のみを 実施した。 

◆回復期リハビリテーション 病棟入院料を 算定している 病棟 



3. 調査対象病院数 

別紙 ] の抽出方法に 従い抽出された 250 病院に対して 調査協力依頼を 行った。 さらに、 

調査協力病院の 確保を目的として、 日本療養病床協会ならびに 全日本病院協会に 依頼して、 

療養病床を有する 会員病院約 700 病院に対ロ調査協力依頼を 行っていただいた。 ( 一次調査 

協力依頼 ) 

一次調査協力依頼により 調査協力を得られた 病院の属性を 確認しだところ、 調査客体に偏 

りがみられたため、 その偏りを補正することを 目的として、 許可病床数が 200 床未満の病 

院であ って特殊疾患療養病棟入院 料 、 一般病棟入院基本科Ⅱ群の 3 、 叉は 回復期リハビリテ 

一 ション病棟入院料を 算定している 病院などの約 350 病院に対して 調査協力依頼を 行っ 

た。 C こ沢調査協力依頼 ) 

上記の一次調査協力依頼及び 二次調査協力依頼の 結果、 最終的に調査協力を 得られた病院 

数 は 、 90 病院であ った。 

各病院の調査対象病棟数は、 「病院原則 2 病棟とした。 但し、 特殊疾患療養病棟等明らか 

に異なる性質の 病棟で構成されていれば 最大 3 病棟までとした。 なあ 、 全ての病棟の 患者特 

性が同じ場合には 調査対象 は ] 病棟とした。 

図表 調査参加病院の 属性 

一般病棟との 許可病床 
@ 片言 受 規模 

地域区分 

算定入院籾種別による 病棟区分 " - コ - - 十 

無し有り 200  床未満床以上 200  区 午 き ・時中 gu 地乙地 その他 
  

療養病棟入院基本科 17@ 15@ 25@ 7 3 3 2@ 24@ 32 

療養型介護療養施設 け一 ピス 費 Ⅰ O 3 8 5   Ⅰー l 2 9@ 13 

特殊疾患療養病棟入院 料 Ⅰ、 2) 8 7@ 10 5 2 O 4 9  Ⅰ 5 

一般病棟入院基本粋Ⅱ 群 3 0  「 6  「 3 3 3 0 「 Ⅱ 2  「 6 

回復期リハビリテーション 病棟入院 料 4@ 10 9 5 4 Ⅱー l   8@ 14 

軸 I -- ニ 39  5 「 65  25  「 3 5@ 10@ 62@ 90 



4. 調査票の種類と 内容 

「 ) 施設特性調査 票 

調査対象病院の 施設属性を把握することを 目的として、 過去に実施された 調査における 調 

査項目を整理した 下記の項目を 調査項目とした。 

く 主な調査項目 ノ 

医療機関君、 診療科目、 許可病床数等、 同一色しくは 関連法人による 介護老人保健施設、 

介護老人福祉施設の 有無、 病棟の状況 等 

調査票の記載は 事務部門が行った。 

2) 患者特性調査 票 

慢性潮入院医療の 患者像を適切に 把握することを 目的として、 過去に実施された 調査にお 

ける調査項目を 整理した下記の 項目を調査項目とした。 

く 主な調査項目 ノ 

( 患者特性に関する 項目 ) 

年齢、 入院期間、 要介護認定取得の 有無、 問題行動、 ADL 、 認知 症 、 疾患、 病状や栄養状 

態の程度 等 

( 医療提供に関する 項目 ) 

治療、 処置、 l 」 ハビ l 」テーション 実施の状況、 薬剤使用の状況 等 

患者特性調査 は 、 タイムスタディ 調査基準 日 に入院している 全ての患者を 対象として行っ 

た。 患者特性調査は、 タイムスタディ 調査基準日の 前後 ] 日間の状態を 評価して調査 票 に記 

入した ( タイムスタチ イ 調査を実施しない 回復期リハビリテーション 病棟は、 設定された 調 

査 基準 日 に入院している 全ての患者を 調査対象として 患者特性調査を 調査基準日の 前後「 

日間の状態を 評価して記入した ) 。 

新規入院患者 ( 患者特性調査の 調査 日 に人 院 していた患者のうち 調査目からさかのぼって 

2 週間以内に入院した 患者 ) については、 上記の調査基準日から 2 週間後に患者特性調査を 

再度実施した。 

なお、 調査実施責任者は、 調査対象病棟の 看護師長とした。 医事関連調査項目については、 

事務部門より 情報提供を求めた。 
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3) タイムスタディ 調査 票 

過去に実施された 調査で用いられたものを 参考として作成した 調査 票 に基づき実施した。 

タイムスタディ 調査は、 調査基準 日に 該当病棟に入院している 全ての患者の 療養に係る職 

員を対象とし、 記入は自記 式 とした。 調査は、 調査基準 目 に実施した。 

なお、 対象職員の選定、 該当病棟内で 勤務する看護職、 介護職への調査票の 配付・回収に 

関する責任者は 調査対象病棟の 看護師長としだ。 都門兼任職員 ( 該当病棟以覚の 患者にも関 

わる職員 ) については、 事務部長の責任のちと、 前述の看護師長が 選定した対象職員リスト 

をもとに、 連絡・調整、 調査票の配付・ 回収を実施した。 

4) コスト調査嘉 

調査対象病院全体のコストから、 該当病棟、 入院患者一人当たりの 費用推計を行うための 

基礎数値を収集した。 

コスト調査については、 調査負担を勘案し、 調査対象施設全体に 行う「コスト 調査 ( 簡易 

版 ) 」と一部の調査対象施設に 対して行う「コスト 特別調査」の 2 つの調査にわけて 実施し 

た 。 コスト特別調査の 対象病院 は 、 特別調査への 協力の可否及び 医薬品・材料等の 払出量が 

把握可能かなどを 調査した上で、 最終的に約 20 病院で実施した。 

コスト調査は、 調査対象病院の 事務部門が調査 票 に記載した。 対象期間ほ、 平成「 5 年度 

分 とした。 

5) 診療報酬明細書調査 票 

現行の診療報酬制度における 点数の把握を 目的として、 患者特性調査の 対象となった 入院 

患者の「 ケ月 分の診療報酬 明 #f 書を収集した。 

患者特性調査の 対象となった 入院患者の調査基準日を 含む月の前月「 ケ 目付 ( 平成「 7 年 

] 月分 ) の診療報酬明細書の コピ 一の提出を求めた。 
















